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地域でつくる

あたたかい放課後！
今月の主な内容
Ｐ２～３ 市長・議長　新年のご挨拶
Ｐ４ 姉妹都市から　新年のご挨拶
Ｐ５ 人材活用の提案を募集！
Ｐ６～７ 地産地消フェスタ
　今月の表紙は、「はもち放課後子ども教室」での活動の
一コマです。（裏表紙に関連記事）



　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
は
７
月
下
旬
、
50
年
に
１
度
と
い
う
豪

雨
に
見
舞
わ
れ
、
島
内
各
地
で
大
き
な
災
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
被
害
総
額
は
新
潟
県
の

所
管
部
分
も
含
め
て
60
億
円
を
は
る
か
に
越
え

て
し
ま
い
ま
し
た
。
国
の
災
害
査
定
も
よ
う
や

く
終
わ
り
、
早
期
の
完
全
復
旧
を
目
指
し
て
い

ま
す
が
、
規
模
の
大
き
さ
も
あ
っ
て
、
復
旧
作

業
は
年
度
を
ま
た
い
で
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
一
部
地
区
の
皆
さ
ま
に
は
、
も
う
し
ば
ら

く
の
間
、
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
一
日
も
早
い
作
業
の
完
了
を
目
指
し
ま
す

の
で
、
ご
理
解
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
現
在
、
平
成
30
年
度
の
予
算

編
成
作
業
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
従
来
型
の
予

算
編
成
か
ら
脱
皮
し
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド

を
徹
底
し
て
の
予
算
編
成
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

本
年
度
（
29
年
度
）
は
、
出
産
か
ら
社
会
へ

の
巣
立
ち
ま
で
を
一
環
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の

「
子
ど
も
若
者
課
」
を
新
設
。
地
場
産
業
か
ら

観
光
ま
で
連
動
し
た
資
源
作
り
の
た
め
に
関
連

各
課
を
「
産
業
観
光
部
」
に
集
約
す
る
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
縦
割
り
行
政
か
ら
脱
却
す
る
た
め
の

組
織
改
編
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
佐
渡

再
生
へ
向
け
て
の
具
体
的
な
計
画
作
り
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
年
度
は
、
こ
れ
を
さ
ら
に
具
体
化
し
て
い

く
年
度
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け
て
は
、
金
銀
山
の

世
界
遺
産
登
録
へ
の
国
内
推
薦
獲
得
へ
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
続
け
る
と
と
も
に
、
こ
の
島
に
眠
っ

て
い
る
観
光
資
源
の
掘
り
起
こ
し
に
注
力
し
ま

す
。
一
次
産
業
は
も
と
よ
り
、
各
地
域
に
伝
わ

る
生
活
習
慣
ま
で
も
が
、
佐
渡
に
と
っ
て
は
価

値
あ
る
観
光
資
源
に
な
り
う
る
の
で
す
。
そ
の

た
め
に
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
を

設
立
し
、
佐
渡
の
特
長
を
生
か
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
観
光
資
源
を
磨
き
上
げ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
伝
統
文
化
・
芸
能
・
建
築
物
な
ど
を
維

持
、
保
全
を
担
う
た
め
の
財
団
法
人
も
設
立
す

る
予
定
で
す
。

　

地
場
産
業
に
お
い
て
は
、
農
業
の
複
合
・
大

規
模
化
へ
の
モ
デ
ル
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
や
、
自
然
と

共
生
す
る
農
法
な
ど
も
活
か
し
な
が
ら
の
地
産

の
強
化
や
後
継
者
育
成
に
つ
な
げ
る
た
め
の

レ
ー
ル
を
し
っ
か
り
と
敷
い
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
市
民
の
皆
さ
ま
に
分
か
り
や
す
く

説
明
し
、
理
解
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
一
歩

一
歩
し
っ
か
り
と
佐
渡
島
を
元
気
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

新年のご挨拶

佐渡再生への具体化の年
佐渡市長　三　浦　基　裕
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
新
た
な

希
望
を
抱
い
て
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
よ
り
、

佐
渡
市
議
会
に
多
大
な
る
ご
理
解
を
賜
り
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
議
会
を
代
表
し
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
佐
渡
島
を
含

む
全
国
の
離
島
は
昭
和
28
年
に
制
定
さ
れ
た
離

島
振
興
法
に
基
づ
き
、
離
島
の
基
礎
条
件
の
改

善
を
は
じ
め
、
産
業
の
振
興
、
生
活
環
境
等
の
社

会
資
本
の
整
備
が
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
人
口
の
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
厳
し

い
環
境
の
下
、
医
療
や
福
祉
、
教
育
の
あ
ら
ゆ
る

面
に
お
い
て
、
本
土
と
の
大
き
な
格
差
が
、
い
ま

だ
残
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
加
え

て
、
我
が
国
の
領
土
、
領
海
、
排
他
的
経
済
水
域

等
の
保
全
や
、
海
洋
資
源
の
開
発
利
用
、
そ
し
て

自
然
環
境
の
保
全
等
、
そ
の
果
た
す
国
家
的
役
割

は
近
年
、
益
々
重
要
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
昨
年
４
月
よ
り
有
人
国
境
離
島
特

別
措
置
法
が
施
行
さ
れ
、
本
市
に
お
い
て
も
、
地

域
の
保
全
や
地
域
社
会
の
維
持
を
図
る
た
め
の
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
国
境
離
島
新
法
に
よ
っ
て
、
我
々
、
島

民
の
生
活
航
路
で
あ
る
佐
渡
汽
船
の
カ
ー
フ
ェ

リ
ー
お
よ
び
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
の
運
賃
が
劇

的
に
安
く
な
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
、
皆
さ
ま

も
実
感
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
し

か
し
な
が
ら
、
一
方
で
は
利
用
し
易
く
な
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
島
外
で
の
消
費
活
動
が
増
加
し
、

島
内
消
費
が
激
減
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
や
は
り
、

島
内
の
住
民
ば
か
り
が
対
象
で
は
な
く
、
航
路

を
利
用
す
る
す
べ
て
の
方
が
そ
の
対
象
に
な
る
こ

と
が
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
島
外
か
ら
の
利
用
客
の
運
賃
が
安
く
な
れ

ば
、
お
の
ず
と
観
光
客
の
増
加
や
経
済
効
果
の
拡

大
に
繋
が
る
と
と
も
に
、
島
内
消
費
の
激
減
を
カ

バ
ー
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
、
政
府
お
よ
び
各
関
係
機
関
に
、
全
国
の
離
島

と
共
に
一
丸
と
な
っ
て
、
強
く
要
望
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
、
国
内
推
薦
が
見
送
り
と

な
っ
た
佐
渡
金
銀
山
の
世
界
遺
産
登
録
活
動
に

つ
き
ま
し
て
は
、
あ
ら
た
め
て
、
来
年
度
の
国

内
推
薦
獲
得
に
向
け
、
全
議
員
で
構
成
す
る
佐

渡
金
銀
山
世
界
遺
産
登
録
推
進
議
員
連
盟
を
中

心
に
、
島
内
お
よ
び
島
外
各
団
体
と
一
致
団
結

し
、
全
力
で
頑
張
っ
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
方
の
絶
大
な
る
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
幸
多
い

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
念
願
し
、
年
頭
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

飛躍の年へ
佐渡市議会議長　岩　﨑　隆　寿
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新年のご挨拶
姉妹都市から

埼玉県入間市長

田中　龍夫
東京都国分寺市長

井澤　邦夫

　佐渡市の皆さま、あけましておめでとうござ
います。皆さまには、希望に満ちた新年を健や
かにお迎えのこととお慶び申し上げます。
　昨年の入間万燈まつりでは、季節外れの台風
に見舞われる中、佐渡鬼太鼓や佐渡民謡を披露
していただき、祭りを盛り上げていただきまし
た。また、入間市民が毎年楽しみにしている佐
渡特産品を今年も堪能させていただきました。
そして、「小木たらい舟・さざえ祭り」での芸
能披露、「佐渡市バスツアー」「青少年交流事
業サマーキャンプ」などの交流事業を通じて多
くの交流ができましたことに、心より感謝申し
上げます。
　今後もさらなる交流事業の推進を図り、末永
いお付き合いをお願い申し上げます。
　さて、狭山茶の主産地である入間市では、狭
山茶産地の特色である「自園・自製・自販」の
伝統的な農業システムを将来に残すべく、昨年
度より13市町等で協議会を発足し、“農業遺産”
の認定を目指して取り組んでおります。また、
貴市では佐渡金銀山の“世界遺産”登録に向けて
素晴らしい取り組みをされており、姉妹都市と
しても引き続き応援させていただく所存でござ
います。両市の豊かな繁栄につながりますよ
う、互いに全力を尽くしてまいりたいと存じま
す。
　結びに、貴市のますますのご発展と貴市市民
のご多幸とご健勝を祈念申し上げ、新年のご挨
拶とさせていただきます。

　明けましておめでとうございます。
　佐渡市の皆さまにおかれましては、希望に満
ちた新春を健やかにお迎えのこととお慶び申し
上げます。
　昨年もこれまで同様、さまざまな形で姉妹都
市としての交流を深めることができましたこと
を大変喜ばしく感じております。
　本市史跡武蔵国分寺跡特設会場にて佐渡市の
方々に演じていただいている「薪能」を昨年９
月に開催しました。天候の関係で急きょ屋内で
の上演となりましたが、今回も大勢の国分寺市
民が幽玄の世界を堪能することができました。
また、本市最大のイベント「国分寺まつり」の
開会式において、両市の市旗を交換しました。
今後、姉妹都市交流事業やイベントを行う際に
は両市の旗を掲揚するなど、両市の絆のシンボ
ルとしたいと考えております。 
　今年、佐渡市と国分寺市は，姉妹都市締結30
周年の記念すべき年を迎えます。引き続き、多
方面にわたる姉妹都市交流を推進し、より多く
の市民が親しく交流できるよう、友好関係を深
めてまいりたいと思います。
　結びに、両市の関係のさらなる発展と、貴市
の皆さまのご多幸とご健勝を祈念申し上げ、新
年のご挨拶といたします。
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大学と連携した「地域活動合同報告会」開催！
　島内では、地域と大学が連携し、元気で魅力的な地域づくりを目指してさまざまな活動が行われてい
ます。これらの地域活動のきっかけや課題、今後の予定などについて報告しますので、地域づくりの参
考にお役立てください。
日時　２月４日（日）　午前10時～午後５時　　会場　あいぽーと佐渡（両津夷384番地11）
内容　活動の展示等（催事スペース）、合同報告会（多目的ホール）午後１時30分～５時
参加予定大学等（順不同）
　①東京学芸大学、東海大学（二見集落、宿根木集落）
　②新潟大学（河崎小学校校区、両津吉井小学校区）
　③上越教育大学（椿尾集落）　　④立教大学、慶應義塾大学（宿根木集落）
　⑤獨協大学（達者集落）　　　　⑥新潟大学（豊岡集落）
　⑦相模女子大学（高千地区）
お問い合わせ　特定非営利活動法人　佐渡芸能伝承機構（担当　松田）☎080-6634-3423
　　　　　　　産業観光部地域振興課　地域振興係　☎６３―４１５２

　人口減少に伴い、集落運営や伝統芸能の継承が困難になるなど、地域で抱えている課題はさまざまです。

　地域などが自主的に個性豊かで活力ある地域づくりに取り組む提案に対して人材支援を行い、各種関連

支援策との連携を図ります。

応募資格および条件
①市内にある地域など（自治会、複数集落で構成
する地区、各種協議会等の市民が主体となって
組織する団体）
②人材を活かして地域活性化を図る意欲があり、
人材を受け入れる態勢を整えることができる地
域など
③提案内容に関する合意形成が確認できる地域など
人材の活用期間　３年以内（平成30～32年度）
採択予定数　　　５件程度
募集期限　　　　２月21日（水）
募集要項等　市役所地域振興課および各支所・行
政サービスセンターの窓口に備え付けているほ
か、市ホームページからダウンロードできます。
お問い合わせ・提出先
　産業観光部地域振興課　地域振興係
　☎６３―４１５２

　この公募は、平成30年度予算の成立等を前提
に募集の手続きを行うものです。

人材活用の例示
○地域おこし協力隊　都市などから人材を誘致
し、地域課題の解決に専門性等を活かして協
力する。
○大学・大学生　課題解決に適した専門性等を
有する大学を誘致し、若い力や知識を活かし
て地域づくりに協力する。
○首都圏等の企業　課題の本質を引き出し、地
域などの魅力を共に考える企業を誘致し、交
流の実践や地域づくりのサポートを行う。
○Ｕ・Ｉターン者　地域などが空き家を確保す
ることを条件に、地域活動の即戦力となる定
住希望者を誘致し、人口増加を図る。

※上記の人材を組み合わせた活用の提案も可能です。

地域の課題解決に必要な
人材活用の提案を募集！

平成30年度実施
元気な未来をカタチにしてみませんか？
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11
月
19
日
㈰
、
サ
ン
テ
ラ
佐
渡
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
を
会
場
に
、
佐
渡
産
食
材
の
Ｐ

Ｒ
、
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
地
産
地
消
フ
ェ
ス
タ
」
が

開
催
さ
れ
、
約
５
，
０
０
０
人
の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
渡
産
品
の
物
産
販
売
「
佐
渡
ま
る
ご
と
ふ
れ
あ
い
市
」
や
「
さ
ど
ご
は
ん
人
気
投

票
」
の
ほ
か
、
来
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
６
色
の
色
紙
で
く

る
ん
だ
お
む
す
び
で
サ
ド
ッ
キ
ー
の
絵
柄
を
つ
く
る
「
お
む
す
び
ア
ー
ト
」
を
行
い
ま

し
た
。

　

「
お
む
す
び
サ
ド
ッ
キ
ー
」
が
登
場
す
る
と
、
会
場
全
体
か
ら
大
き
な
拍
手
が
飛
び

交
い
、
完
成
後
は
、
み
ん
な
で
お
い
し
い
お
む
す
び
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
環
境
省
の
「
つ
な
げ
よ
う
森
里
川
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に

よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
開
催
さ
れ
、
食
と
豊
か
な
環
境
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
考
え
る

場
と
な
り
ま
し
た
。

アンバサダーの小原壮太郎さんと長沢裕さんによるトークショー

大盛況の佐渡まるごとふれあい市

地産地消で佐渡を元氣にしよう！

地産地消フェスタ

6市報さど　平成30年1月号



「地産地消」って？
　地域で生産された農林水産物を地域で消費する取り組みです。
　市では、「地産地消で佐渡を元氣にしよう！」をキャッチフレーズに地産地消運動を推進していま
す。新鮮で安心できる食材の提供や地元農林水産物への需要の増加による生産の拡大を目指していま
す。

「朱鷺と暮らす郷」米って？
　朱鷺を含むすべての生きものが安心してすめる水田環境をつくる「生きものを育む
農法」で育てたお米を認証する制度が2007年から始まりました。
　農薬や化学肥料を減らし、環境にやさしいお米は、人間の体にもやさしいです。
　市ではＪＡ佐渡、ＪＡ羽茂と協力して、佐渡の子どもたちのために学校給食で「朱
鷺と暮らす郷」米を提供する食育事業を行っています。

さどごはんって？
　佐渡各地に伝わる伝統料理188品を一冊にまとめたものです。
　たとえば、同じ太巻き寿司でも、地区によって米や調味料の分量が違うため、新たな
発見があるかもしれません。人気投票第1位の「おにまん」の作り方も掲載しています。
※市役所農業政策課、各支所・行政サービスセンターの窓口で販売（1冊1,800円）しています。

お問い合わせ　産業観光部農業政策課　販売流通係　☎６３―５１１７

カフェ体験

　この体験を
一番楽しみに

して来た。とても簡単で
楽しかった。家に帰った
らまたやってみたい。

インタビュー

プラバンキー

ホルダー作り

　これを楽し
みにして来た。でき上
がったらランドセルに
つけたい。

インタビュー

大工さんと

かんな掛け体験

　力を入れるところ
が重くて難しかったけど、とて
も楽しかった。またこんな体
験があったらいろいろやって
みたい。

インタビュー

消防士体験

　ロープで小さな力で重いも
のを引っ張れるので、楽し
かった。

「キッズお仕事体験」

「ものづくりフォーラム」

　地産地消フェスタと同会場で、子
どもたちに仕事のおもしろさを伝え
る体験イベントが開催されました。
　ご協力いただきました企業の皆さ
ん、ありがとうございました。

インタビュー

地産地消で佐渡を元氣にしよう！

市報さど　平成30年1月号7



11／26石花
　遺体1
11／30北片辺
　遺体1
11／25北片辺
　遺体1
　船体破片
11／23南片辺
　船体1
12／11戸中
　船体破片
12／7北狄
　遺体1
　船体1

12／6 高千
　船体1

12／2 江積
　遺体2
　船体1

5／2 石名
　船体1

12／10 水津
　船体破片

12／9 姫崎
　遺体1

12／15下相川
　船体１

12／7 和木
　船体1

6／1 藻浦
　船体破片

12／9 岩谷口
　遺体1

12／15真更川
　船体破片

12／1 白瀬
　船体1

 

羽茂三瀬で発見された漂着船

漂着船などを発見したら、すぐに連絡をしてください。
危険が伴う場合がありますので、近づいての確認は、絶対にしないでください。

お問い合わせ　総務部防災管財課　☎６３―３１２５

佐渡西警察署　　☎７４－０１１０
佐渡東警察署　　☎２７－０１１０
佐渡海上保安署　☎２７－０１１８

警　察

海上保安庁

110番

118番

漂着船などの発見状況
(H29.12.18現在）

12／12
宿根木
船体破片 11／7 羽茂三瀬

　船体1

12／15赤泊沖
　船体1

　11月以降、市の海岸や沿岸
部で北朝鮮のものと思われる
木造船や遺体が相次いで発見
されています。
　季節風が強まる冬季は、北
西の風の影響で市の海岸に接
岸する機会が増加します。
　もし、発見された場合は、衛
生面など危険な場合がありま
すので、近づいたりせず、速や
かに警察か海上保安庁まで連
絡してください。

12月18日までの集計
遺　　体
船　　体
船体破片

8体
10隻
6件

不審な漂着船などを見つけたら、
絶対に近づかず、すぐに連絡を！

8市報さど　平成30年1月号



指
摘
事
項
お
よ
び
監
査
委
員
の
意
見

１
　
総
務
部
総
務
課

　

市
長
交
際
費
の
出
納
事
務
等

　

佐
渡
市
長
の
交
際
費
の
支
出
お
よ
び
公

表
に
関
す
る
要
綱
で
は
、毎
月
15
日
以
後
に

前
月
に
支
出
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、総

務
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
こ
と
に
よ
り

行
う
と
定
め
て
い
る
が
、１
年
間
分
を
ま
と

め
て
翌
年
度
に
公
表
し
て
い
た
。

【
監
査
委
員
の
意
見
】

　

市
長
交
際
費
の
公
表
は
、市
長
が
市
を
代

表
し
て
個
人
ま
た
は
団
体
と
交
際
す
る
上

で
必
要
な
経
費
の
支
出
に
関
し
、市
民
へ
の

説
明
責
任
、透
明
性
の
確
保
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、要
綱

ど
お
り
実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
適

正
な
事
務
執
行
に
欠
け
る
。要
綱
に
沿
っ
て

速
や
か
に
公
表
さ
れ
た
い
。

２
　
企
画
財
政
部
企
画
課

(1)　

地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム（RESAS

）

　
　

佐
渡
市
産
業
関
連
表
作
成
お
よ
び
地

域
経
済
構
造
分
析
業
務
の
業
者
選
定
を

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
行
っ
て
い

る
が
、募
集
要
項
等
の
公
表
か
ら
参
加
申

請
期
限
ま
で
７
日
間
と
短
期
間
で
あ
り
、

結
果
と
し
て
参
加
者
は
１
者
で
あ
っ
た
。

(2)　

第
３
次
佐
渡
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン

ア　

平
成
29
年
３
月
に
佐
渡
市
将
来
ビ

ジ
ョ
ン（
財
政
計
画
、行
政
改
革
の
指
針
、

庁
舎
整
備
等
基
本
構
想
、持
続
可
能
な

循
環
型
経
済
活
性
化
戦
略
）が
大
幅
に

見
直
さ
れ
た
が
、そ
れ
に
関
連
し
た
具
体

的
な
実
施
計
画
で
あ
る
佐
渡
市
集
中
改

革
プ
ラ
ン
の
見
直
し
が
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。

イ　

行
政
改
革
の
指
針
で
は
、庁
議
に
お
い

て
定
期
的
に
取
組
状
況
の
把
握
と
内
部

評
価
を
行
う
と
定
め
て
い
る
が
、平
成
26

年
度
以
降
庁
議
に
よ
る
評
価
が
行
わ
れ

て
い
な
か
っ
た
。

【
監
査
委
員
の
意
見
】

　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
は
、複
数
の
者
か
ら

企
画
・
技
術
等
の
提
案
を
受
け
、意
欲
や
実

績
・
能
力
を
総
合
的
に
評
価
し
、業
務
の
目

的
に
最
も
適
し
た
事
業
者
を
選
定
す
る
方

式
で
あ
る
。こ
の
こ
と
か
ら
、積
極
的
な
活
用

は
評
価
す
る
が
、事
業
者
の
公
募
期
間
は
、

財
務
規
則
に
留
意
し
複
数
の
者
が
参
加
し

や
す
い
よ
う
慎
重
に
設
定
す
べ
き
で
あ
る
。

　

佐
渡
市
の
最
上
位
計
画
と
し
て
い
る
佐

渡
市
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
佐
渡
市
集
中
改
革

プ
ラ
ン
と
の
整
合
性
が
図
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
は
問
題
で
あ
る
。佐
渡
市
集
中
改
革
プ
ラ

ン
に
つ
い
て
、佐
渡
市
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
の
整

合
性
を
図
る
見
直
し
を
早
期
に
行
う
と
と

も
に
、指
針
に
基
づ
く
庁
議
に
よ
る
内
部
評

価
を
実
施
さ
れ
た
い
。

３
　
市
民
福
祉
部
環
境
対
策
課

　

老
朽
危
険
廃
屋
対
策
補
助
事
業

ア　

補
助
金
交
付
要
綱
に
お
い
て
補
助
対

象
判
定
基
準
を
明
記
せ
ず
、内
部
規
定
に

よ
り
補
助
対
象
廃
屋
を
決
定
し
、補
助

金
を
交
付
し
て
い
た
。

イ　

補
助
金
交
付
申
請
お
よ
び
実
績
報
告

に
必
要
な
添
付
書
類
が
不
足
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
書
類
を
受
理
し
補
助

金
を
交
付
し
て
い
た
。　

【
監
査
委
員
の
意
見
】

　

内
部
規
定
に
よ
り
補
助
対
象
廃
屋
を
決

定
し
た
こ
と
は
、補
助
金
交
付
事
務
の
透
明

性
に
欠
け
る
。

　

補
助
金
交
付
の
審
査
に
必
要
な
添
付
書

類
が
提
出
さ
れ
な
い
ま
ま
申
請
書
お
よ
び

実
績
報
告
書
を
受
理
し
、補
助
金
を
交
付

し
た
こ
と
は
適
正
な
事
務
執
行
に
欠
け
る
。

　

要
綱
に
補
助
対
象
判
定
基
準
を
明
記
す

る
と
と
も
に
、添
付
書
類
の
提
出
を
徹
底

し
、厳
正
な
検
査
を
行
う
こ
と
で
適
正
な
補

助
金
交
付
事
務
に
努
め
ら
れ
た
い
。

４
　
市
民
福
祉
部
高
齢
福
祉
課

⑴　

包
括
的
支
援
事
業　
　
　

ア　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
委
託
事

業
に
お
い
て
、契
約
に
基
づ
く
委
託
料
の

概
算
払
い
を
行
っ
て
い
る
が
、そ
の
精
算

が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

イ　

委
託
契
約
期
間
終
了
後
の
履
行
検
査

が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

⑵　

介
護
予
防
事
業

ア　

介
護
予
防
教
室
等
の
各
種
事
業
に
つ

い
て
、実
施
要
領
に
基
づ
き
複
数
の
事
業

者
と
委
託
契
約
を
締
結
し
、実
績
に
基
づ

き
委
託
料
を
支
払
う
と
し
て
い
る
が
、一

部
の
事
業
者
に
対
し
て
概
算
払
い
を
行

い
、そ
の
精
算
も
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

イ　

事
業
完
了
後
の
履
行
検
査
が
行
わ
れ

て
い
な
か
っ
た
。

【
監
査
委
員
の
意
見
】

　

委
託
料
の
精
算
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
、契
約
に
基
づ
い
た
支
払
を
行
っ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
、履
行
検
査
を
行
っ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
は
、適
正
な
事
務
執
行
に
欠
け
る
。

速
や
か
に
検
査
お
よ
び
精
算
を
行
い
、契
約

お
よ
び
財
務
規
則
等
を
遵
守
し
適
正
な
事

務
執
行
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

な
お
、結
果
の
全
文
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

監
査
委
員
事
務
局

　

☎
63
―
３
１
１
２
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平
成
29
年
度
定
期
監
査
（
前
期
）
結
果

　
　
佐
渡
市
監
査
委
員
は
、
定
期
監
査（
前
期
）の
結
果
を
平
成
29
年
11
月
10
日
に
公
表
し
ま

し
た
の
で
、そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

佐
渡
市
監
査
委
員
　
渡
部
　
直
樹

佐
渡
市
監
査
委
員
　
猪
股
　
文
彦



広報担当がいく！

しまの話題とるっちゃ～。

　食と芸能の祭典も今回で3回目。あいにく雨天での開催となりましたが、多くの方が佐渡産食材を使った
「食」と鬼太鼓などの「芸能」を見て・食べて・おいしく味わいました。
　この大会は、各店舗自慢のsea級グルメが勢ぞろいし、
『ナンバーワン』を決める大会でもありました。「ナン
バーワン」グルメは、年に１回開
催される全国大会に出場し、『う
まい！』を競い合います。
　佐渡の『うまい！』が全国でナ
ンバーワンになるよう期待してい
ます。

　障がいを持った方々が制作した絵画などの作品が
お寺に集まりました。
　色鮮やかな心なごむ作品の数々が来場者の目を楽
しませ、お寺という独特な展示空間の中で、光り輝
いていました。
　このような展示会が今後も開催されるとうれしい
ですね。
※アール・ブリュットとは、「生の芸術」という意味のフラ
ンス語で、自発的に生み出した、流行に影響を受けていな
い絵画や造形のことです。

　二宮小学校を訪れた新潟アルビレックスＢＣの田村勇磨選手・前川恒選手と児童たちがキャッチボール
をしたり、サインをもらったりと、触れ合いを楽しみました。
　選手から自身の経験を踏まえながら、夢を実現するためにど
うすればよいか講話があり、児童たち
は、真剣なまなざしで聴き入っていまし
た。
　夢や目標設定の大切さをあらためて感
じ、将来について考えるよい時間となり
ました。

自満のsea級グルメで「口福」に！
   「食と芸能の祭典」sea級グルメin佐渡大会
自満のsea級グルメで「口福」に！
   「食と芸能の祭典」sea級グルメin佐渡大会

魅力ある作品が光る！お寺でアール・ブリュット展魅力ある作品が光る！お寺でアール・ブリュット展 11/2611/26

11/2611/26

夢を実現するために！プロとの交流で将来を考える！！夢を実現するために！プロとの交流で将来を考える！！ 11/2711/27

こうふく

10市報さど　平成30年1月号



12/212/2
　サンテラ佐渡スーパーアリーナを会場に「おお
なわとび大会」が開催され、13チーム、約200人
の子どもたちが参加し、心を一つに目標に向かっ
て挑みました。
　クラブで参加した男の子は、「あまり跳べなか
ったけどチームワークが高まったと思う」と誇ら
しげな表情で話してくれました。
　仲間と同じ目標に向かって頑張る気持ちをこれ
からも大切にしてほしいですね。

　角
かく
巻
まき
やトンビ、マントなどレトロなファッションを

身にまとい、「あったかふるさと」を感じていただく
イベント『羽茂大市』が羽茂商店街で開催され、多く
の方が昔ながらの雰囲気を味わいながらお買い物を楽
しみました。
　レトロファッションを体験した方は、「暑いくらい
にあったかい」と笑顔で話してくれました。
　また、羽茂農村環境改善センターでは、島内９つの
障がい者施設共同による『佐渡授産ネットワーク感謝
祭』も開催され、障がいを持った方が心を込めて作っ
た製品などが並び、多くの方が買い求めていました。

絆の力でみんなでジャンプ！！「おおなわとび大会」絆の力でみんなでジャンプ！！「おおなわとび大会」

　恒例の寒ブリ大漁まつりが鷲崎漁港で開催され、沖合で獲れたばかり
の寒ブリを求め、多くの方が来場されました。
　このまつりでは、内海府小学校児童の皆さんによる赤い羽根共同募金
の呼び掛けや、ボランティアの方々に
よる新鮮なブリが入ったアラ汁の無料
サービスもあり、来場者の心と体をあ
たためてくれました。
　児童の皆さん、ボランティアの皆さ
ん、お疲れさまでした。

寒ブリ大漁まつりであたたかい気持ちが広がる！寒ブリ大漁まつりであたたかい気持ちが広がる！

レトロなファッションでお買い物
   　あったかふるさと羽茂大市&佐渡授産ネットワーク感謝祭
レトロなファッションでお買い物
   　あったかふるさと羽茂大市&佐渡授産ネットワーク感謝祭

12/312/3

12/1012/10
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地
域
活
性
化
や
住
民
相
互
の
親
睦
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る
両
津

地
区
カ
ラ
オ
ケ
大
会
も
今
回
で
最
後
の
大

会
と
な
り
ま
す
。

　

多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
11
日
㈰　

午
後
１
時
か
ら

　

両
津
文
化
会
館

　

（
梅
津
２
３
１
４
番
地
１
）

　

５
０
０
円
（
全
席
自
由
）

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
両
津
地
区
公
民
館
、
丸
屋
書
店

（
両
津
）
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡
で
お
求

め
く
だ
さ
い
。

　

た
く
さ
ん
の
景
品
が
当
た
る
、
福
引
抽

選
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

両
津
地
区
カ
ラ
オ
ケ
大
会
事
務
局

　

（
両
津
地
区
公
民
館
内
）

　

☎
27
―
４
１
８
１

文
化
財
は
地
域
の
宝

文
化
財
防
火
訓
練

　

昭
和
24
年
１
月
26
日
は
、
法
隆
寺
金
堂

が
火
災
に
遭
い
、
貴
重
な
壁
画
が
焼
損
し

た
日
で
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
こ
の
日
が
「
文
化
財

防
火
デ
ー
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
貴
重
な
文
化
財
を
火
災
か
ら

守
る
た
め
に
、
防
火
訓
練
を
実
施
し
ま

す
。

※
訓
練
で
は
実
際
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の

で
、
火
災
と
お
間
違
い
に
な
ら
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

１
月
28
日
㈰　

午
前
10
時
〜
11
時

　

諏
訪
神
社
（
潟
端
８
６
３
番
地
）

　

産
業
観
光
部
世
界
遺
産
推
進
課

　

文
化
財
室　

文
化
財
保
護
係

　

☎
63
―
３
１
９
５

　

相
談
は
無
料
で
予
約
は
不
要
で
す
。

　

直
接
、
開
催
日
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

佐
渡
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
81
―
１
１
５
５

★
面
談
方
式　

事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　

1
月
22
日
(月)
〜
26
日
(金)

　

午
後
１
時
〜
５
時

　

市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

・
土
地
や
建
物
の
売
買
、
贈
与
、
相
続
、

担
保
権
の
設
定
等
の
手
続
き

・
金
銭
の
貸
し
借
り
、
借
地
・
借
家
等
の

ト
ラ
ブ
ル
の
申
し
立
て

　

そ
の
他
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

司
法
書
士
会
佐
渡
支
部

　

☎
63
―
６
９
８
７

　

（
平
日
・
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

★
面
談
方
式　

事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　

1
月
22
日
(月)
〜
26
日
(金)

　

午
後
１
時
〜
５
時

　

市
内
の
各
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

・
土
地
の
境
界
が
わ
か
ら
な
い

・
宅
地
だ
が
、
登
記
の
地
目
は
農
地
と

な
っ
て
い
る

　

何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

土
地
家
屋
調
査
士
会
佐
渡
支
部

　

☎
52
―
６
２
５
２

　

（
平
日
・
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

お
　
知
　
ら
　
せ

INFORMATION

マ
ー
ク
の
説
明

かわら版かわら版情
報

催
　
　
し

あ
り
が
と
う
!!

両
津
文
化
会
館
カ
ラ
オ
ケ
大
会

相
　
　
談

心
配
ご
と
相
談
所

土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る
無
料
相
談

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
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　日時 休館日 会場
　対象者 料金（記載がないときは無料）
　定員 内容 持ち物
　講師 その他 締め切り
　申し込み 　問い合わせ
　FAX 　電子メール

両津

相川

小木

地区 相談日 時　間 会　場

1月23日(火)
2月  7日(水)

2月10日(土)

1月17日(水)

両津福祉センター
しゃくなげ

あいかわ開発総合
センター

小木多目的集会施設
（あゆす会館）

13:00～16:00

9:00～12:00

13:30～16:30



相談日 氏　名 事務所所在地 電話番号

岩﨑　治光

臼木　敏文

江口　政雄

本間　旬一

山本　敏彦

宇田　好伸

大林　明夫

佐々木正夫

祝　　良久

山本　　守

渡部　直樹

2月7日(水)

2月8日(木)

74-4533

27-2750

63-6047

57-2231

27-5240

76-2919

57-2231

52-2665

27-2750

57-3522

67-7361

相川一町目32番地

加茂歌代313番地1

(税理士法人さど会計事務所)

泉甲644番地1

河原田諏訪町68番地4

(税理士法人大林あさひ会計

事務所)

両津夷262番地31

高瀬591番地1

河原田諏訪町68番地4

(税理士法人大林あさひ会計

事務所)

八幡972番地4

加茂歌代313番地1

(税理士法人さど会計事務所)

中原693番地2

相川大浦677番地

マイバッグ　使ってあなたも　エコな人

　

市
の
施
設
の
管
理
運
営
を
市
に
代
わ
り

行
っ
て
い
た
だ
く
、
民
間
企
業
や
団
体
を

募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間

　

１
月
23
日
㈫
〜
２
月
19
日
㈪

　

（
郵
送
の
場
合
は
２
月
19
日
必
着
）

募
集
施
設
（
所
在
地
）

　

①
佐
渡
市
総
合
体
育
館

　

（
窪
田
75
番
地
１
）

　

②
佐
和
田
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　

（
窪
田
22
番
地
１
）

　

③
佐
和
田
野
球
場
（
窪
田
87
番
地
１
）

　

募
集
要
項
は
、
市
役
所
防
災
管
財
課

（
本
庁
舎
２
階
）
ま
た
は
、
各
支
所
・

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可
能
で

す
。

　

施
設
に
つ
い
て

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

社
会
体
育
係　

☎
67
―
７
６
４
５

　

手
続
き
に
つ
い
て

　

総
務
部
防
災
管
財
課
財
産
管
理
室

　

管
財
係　

☎
63
―
３
１
２
５

　

当
市
に
ご
寄
付
い
た
だ
き
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

物
品　
書
作
品

　

良
寛
が
母
を
し
の
び
な
が
ら
詠
ん
だ

歌
を
、
島
民
の
皆
さ
ま
に
鑑
賞
い
た
だ

く
た
め
揮
毫
し
た
も
の

　

仲
川　

恭
司　

様（
埼
玉
県
川
口
市
）

　

市
役
所
本
庁
舎
２
階
の
市
長
応
接
室

に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

　

総
務
部
防
災
管
財
課
財
産
管
理
室

　

管
財
係　

☎
63
―
３
１
２
５

　

税
理
士
会
で
は
、
会
員
の
税
理
士
事
務
所
で
、
次
の
方
々
の
う
ち
少
額
な
税
務
相
談
お

よ
び
申
告
書
の
作
成
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

　

年
金
を
受
け
て
お
ら
れ
る
方

　

給
与
所
得
者
で
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る
方

　

年
の
途
中
で
退
職
さ
れ
た
方

　

相
談
日
と
担
当
税
理
士
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

事
前
に
各
事
務
所
に
電
話
連
絡
の
上
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

相
談
受
付
時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

平
成
30
年
７
月
か
ら
の

　
　
　

指
定
管
理
者
募
集

寄
付
の
お
礼

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談
（
関
東
信
越
税
理
士
会
佐
渡
支
部
）

募　
　

集

有
　
料
　
広
　
告

新潟県交通災害共済
見舞金の請求はお済みですか？
　見舞金の請求期間は、交通

災害を受けた日から起算して

「１年以内」です。

　もう一度ご確認を！

お問い合わせは、佐渡市役所

防災管財課　防災安全係

☎６３－３１２５まで
（〒952‐1292　千種232番地　佐渡市役所内
新潟県市町村総合事務組合佐渡市事務所）　
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　入居申し込みには、所得要件など申込資格要件があります。詳しくは、お問い合わせくだ
さい。市ホームページで募集内容をお知らせしています。
　 1月31日（水）午後５時　入居予定　平成30年２月下旬
　・　建設部建設課　住宅・都市計画係 　☎６３―５１１８
　　　各支所・行政サービスセンター住宅担当窓口

両津

相川

佐和田

金井

新穂
畑野
真野
赤泊

3

6

6

2
2
1
1
3
1
1
3
1

耐火構造3階建て

耐火構造4階建て

耐火構造4階建て

耐火構造3階建て
耐火構造3階建て
耐火構造4階建て
木造2階共同建て
木造2階共同建て
木造平屋一戸建て
木造2階共同建て
木造平屋一戸建て
木造2階共同建て

38,000【定額】

14,900～29,300

16,600～32,700

21,500～42,200
23,300～45,900
16,500～32,400
18,800～36,900
53,000【定額】
16,800～25,100
24,000【定額】
56,000【定額】
15,100～22,600

H14

S54

S58

H3
H10
S56
H9
H9
H元
H13
H12
H12

2LDK

3DK

3DK

3DK
3DK
3DK
3DK
3DK
3DK
2DK
3DK
1LDK

大野第2住宅(2、3階)
県営おりと団地
(1階、2階、3階、4階)
県営炭屋町団地
(1階、2階、3階、4階）
栄町団地野かんぞう棟(2階)
栄町団地あさがお棟(2階、3階)
県営青柳寺団地(4階)
木戸沢第3住宅（1階）
木戸沢第3住宅（1、2階）
青木第1住宅
後稲葉住宅団地Ｅ棟(１階)
新町団地
浦津団地

公営住宅の入居者を募集します

　これからの佐渡に重要なことは、人（企業）
と人（企業）のつながりです。
　「いろいろな企業と知り合って人脈形成をし
たい」「やる気のある人たちと情報交換をして
モチベーションをアップしたい！」など、佐渡
を元気にしたい、仲間を探したいという事業所
の方を募集します。
　１月 23日（火）午後２時～５時
　ホテルニュー桂（原黒 696 番地 1）
　ファシリテーター　トコナツ歩兵団
　団長　渡部　祐介さん
　１月 22日（月）
　・　産業観光部地域振興課
　商工振興係
　☎６３―４１５２

さどまるごとネットワーク
　　異業種交流・企業間連携
　　　　　　　　　　　　　　ワークショップ

　

芸
術
文
化
に
対
す
る
優
れ
た
功
績
が
認

め
ら
れ
、
羽
生
令
吉
さ
ん
（
竹
田
）
が
新

潟
県
知
事
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

羽
生
さ
ん
は
、
佐
渡
博
物
館
に
長
く
勤

務
さ
れ
、
真
野
町
や
佐
渡
市
の
文
化
財
保

護
審
議
会
委
員
、
新
潟
県
文
化
財
保
護
指

導
委
員
を
歴
任
さ
れ
、
文
化
財
の
普
及
に

も
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

産
業
観
光
部
世
界
遺
産
推
進
課

　

文
化
財
室　

☎
63
―
３
１
９
５

文
化
財
保
護
功
労
で
県
知
事
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た

お
知
ら
せ
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相談日
（土・日を除く） 会　場

アミューズメント佐渡  １階　はまなすホール
佐渡島開発総合センター １階　会議室
市役所相川支所　　２階 市民ホール

○アミューズメント佐渡会場は、佐渡税務署による「所得税確定申告相談」と合同
開催です。

　次に該当となる方は、アミューズメント佐渡以外の会場では受け付けできませ
んので、アミューズメント佐渡会場の税務署受け付けで申告してください。

　・土地、建物、株式等の譲渡所得のある方
　・住宅ローン控除を初めて受ける方
　・青色申告および消費税を申告される方

２月16日(金) ～
３月15日(木)

赤泊総合文化会館　２階　第２会議室

小木地区公民館　　１階　会議室

市役所羽茂支所　　３階　第２会議室

２月16日(金) ～
　　23日(金)
２月26日(月)～
３月  5日(月)
３月  6日(火)～
　　15日(木)

相談日
（土・日を除く） 会　場

　

税
金
は
、
国
民
の
「
健
康
で
豊
か
な
生

活
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
国
や
地
方
公

共
団
体
が
行
う
活
動
の
財
源
と
な
る
、
い

わ
ば
、
社
会
で
生
活
し
て
い
く
た
め
の
、

「
会
費
」
と
い
え
ま
す
。

　

所
得
税
や
法
人
税
な
ど
は
、
納
税
者
が

自
ら
所
得
な
ど
の
申
告
を
行
う
こ
と
に
よ

り
税
額
を
確
定
し
納
税
す
る
「
申
告
納
税

制
度
」
と
な
っ
て
お
り
、
正
し
い
申
告
と

納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
月
16
日
㈮
か
ら
３
月
15
日
㈭
ま
で
申
告

相
談
会
を
行
い
ま
す

　

申
告
会
場
に
行
く
前
に
、
必
ず
「
事
業

所
得
の
収
支
内
訳
書
」
を
作
成
す
る
な

ど
、
各
種
必
要
書
類
の
準
備
を
し
て
、
期
限

内
に
余
裕
を
も
っ
て
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
お
よ
び
佐
渡
税
務
署
の
職
員
が

・
各
種
の
収
支
内
訳
書
を
代
理
で
作
成
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
減
価
償
却
費
を
計
算
し
、
一
覧
表
を
お

渡
し
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
昨
年
申
告
し
た
際
の
収
支
内
訳
書
（
控
）
や
Ｊ

Ａ
の
申
告
支
援
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
参
考
に
、
ご

自
分
で
収
支
内
訳
書
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

　

総
務
部
税
務
課　

市
民
税
係

　

☎
63
―
５
１
１
０

　

申
告
相
談
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
会
場
が
混
雑
し
て
い
る
場
合
は
、
受
け
付
け
を

早
め
に
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
市
・
県
民
税
申
告
書
を
提
出
の
際
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
や
本
人
確
認
書
類
（
個

人
番
号
カ
ー
ド
、
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
、
免
許
証
、
保
険
証
等
）
の
提
示
ま
た
は
、
写

し
の
添
付
が
必
要
で
す
！

　

総
務
部
税
務
課　

市
民
税
係　

☎
63
―
５
１
１
０

　

テ
レ
ビ
電
話
を
利
用
し
た
年
金
相
談
を

１
月
23
日
㈫
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
予
約
制
年
金
相
談
所
は
月
２

回
程
度
の
開
催
で
し
た
が
、
佐
和
田
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
テ
レ
ビ
電
話
を
設

置
し
、
利
用
時
間
内
で
あ
れ
ば
年
金
事
務

所
に
よ
る
年
金
相
談
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
電
話
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
事
前
に
新
潟
西
年
金
事
務
所
に
予
約

を
し
て
、
予
約
日
に
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

利
用
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

予
約
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

　
（
土
・日
・
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

※
予
約
相
談
希
望
日
の
１
カ
月
前
か
ら
前
日
ま
で

受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

　

新
潟
西
年
金
事
務
所　

お
客
様
相
談
室

　

☎
０
２
５
―
２
２
５
―
３
０
０
８

　

（
自
動
音
声
案
内
「
５
番
」
）

もったいないを　もう一度！　食品ロス削減

基礎年金番号
をご用意の上、
お電話をしてく
ださい。

「
税
金
」は
暮
ら
し
を
支
え
る

　
　
　
　

大
切
な
お
金
で
す

全
国
で
初
め
て
！

テ
レ
ビ
電
話
を
利
用
し
た

　
　
　
　

年
金
相
談
開
始
!!

平
成
30
年
度
（
平
成
29
年
分
）
市
・
県
民
税
申
告
相
談

【常設申告相談会場】
受付時間　午前９時～11時30分、午後１時～４時

【臨時申告相談会場】
受付時間　午前９時～11時30分、午後１時～４時
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２
月
16
日
㈮
か
ら
３
月
15
日
㈭
の
確
定

申
告
期
間
中
は
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐

渡
で
、
確
定
申
告
の
相
談
・
申
告
書
の
受

付
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
中
は
、
佐
渡
税
務
署
庁
舎
で

は
申
告
相
談
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
は
、
便
利
な
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く

と
、
自
宅
な
ど
で
確
定
申
告
書
が
作
成
で

き
ま
す
。
作
成
し
た
書
面
を
印
刷
し
て
送

付
し
て
い
た
だ
く
か
、
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
で
送

信
（
事
前
準
備
が
必
要
）
の
い
ず
れ
か
で

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

作
成
コ
ー
ナ
ー
の
操
作
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ

　
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
・
作
成
コ
ー
ナ
ー

　

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　

☎
０
５
７
０
―
０
１
―
５
９
０
１

受
付
時
間　
月
〜
金
曜
日（
祝
日
は
除
く
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

医
療
費
控
除
に
関
す
る
明
細
書
の
提
出
が

義
務
化
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
医
療

費
控
除
は
領
収
書
の
提
出
が
不
要
と
な
る

代
わ
り
に
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
の

添
付
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

領
収
書
は
、
税
務
署
か
ら
記
入
内
容
の

確
認
を
求
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

５
年
間
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
31
年
分
ま
で
は
、
従
来
通
り
領
収
書
の
添

付
ま
た
は
提
示
に
よ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
に
よ
る
医
療

費
控
除
の
特
例
」
な
ど
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

公
的
年
金
等
受
給
者
は
確
定
申
告
が
不
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
公
的

年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額

が
20
万
円
以
下
で
あ
る
と
き
は
、
所
得
税

の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
い
場
合
で
あ
っ

て
も
、
住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。

障害者控除を受けるための

「障害者控除対象者認定書」
　　　　　　　　　　を交付します

障害者控除を受けるための

「障害者控除対象者認定書」
　　　　　　　　　　を交付します

 

　所得税または市・県民税の申告をする場合、
障害者手帳の交付を受けていない方でも「障害
者控除対象者認定書」の交付を受けて、障害者
控除を受けることができます。　
　平成29年12月31日現在で65歳以上の方で、介
護保険の要介護(支援)認定を受けている方
　交付申請者の印鑑を持参の上、申請手続きを
してください。認定書の交付には１週間ほど
かかります。
　すでに認定書の交付を受けている方でその後
の状態が変わっていない場合は、そのまま使
用できます。
　詳しくは、お問い合わせください。
　・　市民福祉部高齢福祉課
　高齢福祉係　☎６３―３７９０
　または、各支所・行政サービスセンター
　（高齢福祉担当）
※所得税、市・県民税の申告に関するお問い合わせは、
総務部税務課市民税係☎63-5110までお願いします。

おむつ代に係る医療費控除を受ける方は

「おむつ使用証明書」が必要です

おむつ代に係る医療費控除を受ける方は

「おむつ使用証明書」が必要です

 

　傷病によりおおむね６カ月以上の期間寝たき
りであり、医師の治療を受けている方のおむつ
代は、所得税や市・県民税の申告の際に医療費
控除の対象となります。
　初めておむつ代に係る医療費控除を受ける方
は、医療機関で発行する「おむつ使用証明書」
と「おむつ代金の領収書」が必要です。
　また、要介護認定を受けており、引き続き控
除を受ける方は、その要件を満たした場合、市
で「おむつ使用証明書」に代わる確認書を交付
します。
　詳しくは、お問い合わせください。
　・　市民福祉部高齢福祉課
　介護保険係　☎６３―３７９０
　または、各支所・行政サービスセンター
　（介護保険担当）
※所得税、市・県民税の申告に関するお問い合わせは、
総務部税務課市民税係☎63-5110までお願いします。

佐
渡
税
務
署
か
ら
確
定
申
告
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

佐
渡
税
務
署　

個
人
課
税
部
門　

☎
74
―
３
２
７
６

お
知
ら
せ
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　市内障がい福祉施設が相互理解と協同活動の
推進のためにネットワークを作りました。
　このコーナーでは、各施設の活動をご紹介しま
すので市民の皆さまもぜひご利用ください。

　市民福祉部社会福祉課　障がい福祉係
　☎６３―５１１３　FAX６３―５１２１

　農業と福祉の連携を模索しているチャレンジド立野では、茶
畑を受託し、ＪＡ佐渡のお茶倶楽部に加入して佐渡番茶の茶
葉を生産しています。
　作りたての佐渡番茶をすぐにティーバッグ加工した物が写真
の商品です。
　ちょっとしたお使い物に、不意のお客さまのおもてなしに、
島外の方へのお土産に・・・昔ながらの製法で作られた昭和ロ
マンを漂わせる佐渡番茶をぜひご賞味ください。

　障がい者就労トレーニングファーム　チャレンジド立野
　立野333番地　☎・FAX６７―７７７４

　みんなでサポーター『授産さぽっちゃあ』に登録して、障がいのある方の「働く」を応援してください。
　　市民福祉部社会福祉課　障がい福祉係　☎６３―５１１３　FAX６３―５１２１

第17回 おすすめの一品佐渡授産ネットワークからの
お知らせ

チャレンジド立野
「佐渡番茶ティーバッグ」

深い味わいと上品で芳醇な香りを封じ込めた一品！

ご協力：聴
き
手
て
記
き
の会

第
９
回　

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
手
話
講
座

今
月
の
手
話
は
！

『
介

助

犬

』

【
ほ
じ
ょ
犬
は
、日
常
生
活
を
お
手
伝
い
す
る
た
め
に
共
に

生
活
し
て
い
ま
す
】

　

ほ
じ
ょ
犬
は
、
衛
生
管
理
が
義
務
付
け
ら
れ
、
公
共
施
設
や

不
特
定
多
数
の
施
設
に
同
伴
で
き
る
こ
と
が
国
か
ら
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
理
解
が
得
ら
れ
ず
外
出
先
（
飲
食
店
な
ど
）
で

同
伴
を
断
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

ほ
じ
ょ
犬
が
自
由
に
同
伴
で
き
る
よ
う
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
々
の
日
常
生
活
を
お
手
伝
い
す
る
「
ほ
じ
ょ

犬
」
は
、
『
介
助
犬
・
盲
導
犬
・
聴
導
犬
』
と
３
種
類
あ
り
ま
す
。

授 産 さ ぽ っ ち ゃ あ（障がい者授産品応援サポーター）募集！

① 介
かい
の手話

　左手人差し指をなな
めにして、右手をチョキ
の形にしておろす。「介」
の字を表している。

③犬の手話
　頭の上に両手を持っ
て行き、両手を折る。
（耳がたれている犬の
耳のイメージ）

②助けるの手話
　左手は親指を立てあ
とは握る。
　右手はひらいたまま、
右手で左手の親指の付
け根をトントンと叩く。



沢
根
小
学
校

が
ん
ば
っ
て
ま
す

今
　

沢
根
が
大
好
き
な
沢
根
小
の
子
ど

も
た
ち
。毎
年
、学
校
や
地
域
の
良
さ

に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

　

１
１
５
年
の
歴
史
に
幕
を
お
ろ
し
、

閉
校
す
る
今
年
度
は「
沢
根
の
宝
」を

柱
と
し
た
学
習
を
、生
活
科
と
総
合
的

な
学
習
の
時
間
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

１
・
２
年
生
は
、生
活
科
で
学
校
の

お
宝
探
し
を
し
ま
し
た
。学
校
探
検
を

通
し
て
、沢
根
小
学
校
の
お
宝
を
た
く

さ
ん
見
付
け
ま
し
た
。中
で
も
長
年
飼

わ
れ
て
い
る
池
の
コ
イ
や
穴
が
開
い
て

も
枯
れ
な
い
で
実
を
つ
け
る
庭
の
梅
の

木
に
対
す
る
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

　

３
・
４
年
生
は
、豊
か
な
沢
根
の
海

の
お
宝
を
探

し
ま
し
た
。

沢
根
の
海
で

有
名
な
カ
キ

の
養
殖
方
法

の
特
徴
や
こ

れ
ま
で
の
歴

史
に
つ
い
て

学
び
、先
人
の「
あ
き
ら
め
な
い
」と
い

う
努
力
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。ま

た
、沢
根
の
カ
キ
を
た
く
さ
ん
の
人
に

知
っ
て
も
ら
う
方
法
も
考
え
ま
し
た
。

　

５
・
６
年
生
は
、
沢
根
の
稲
作
に
関

す
る
お
宝
を
探
し
ま
し
た
。
今
か
ら
約

50
年
前
、
沢
根
東
野
に
は
農
作
業
を
効

率
化
す
る
た
め
に
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
が
住

民
の
努
力
で
設
置
さ
れ
た
こ
と
、「
朱

鷺
と
暮
ら
す

郷
認
証
米
」

を
栽
培
す
る

農
家
に
は
農

業
に
対
す
る

強
い
思
い
が

あ
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の

学
習
を
通
し

て
、
佐
渡
の

自
然
環
境
が

生
き
物
を
育

て
、
ト
キ
が

大
空
に
羽
ば

た
き
、
安
全

な
米
作
り
に
つ
な
が
る
こ
と
に
気
付
き

ま
し
た
。

　

１
月
21
日
に
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐

渡
で
行
わ
れ
る
「
佐
渡
に
学
ぶ
芸
能
・

学
習
発
表
会
」
で
、
学
習
の
成
果
を
発

表
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
（
畑
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
66―

４
８
９
８

教育委員会社会教育課

　

楽
し
み
な
が
ら
、
運
動
能
力
の
向
上
や

リ
ズ
ム
感
を
身
に
つ
け
、
健
や
か
な
心
身

と
豊
か
な
心
を
育
む
フ
ロ
ア
リ
ズ
ム
と
い

う
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

羽
茂
・
小
木
・
赤
泊
地
区
の
保
育
園

児
、
幼
稚
園
児

た
ち
は
、
く
ま

さ
ん
歩
き
や
カ

ン
ガ
ル
ー
跳

び
、
跳
び
箱
な

ど
大
喜
び
で
遊

ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
教
室

を
通
じ
て
、
体

を
動
か
す
楽
し

さ
を
感
じ
て
い

た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

10
月
28
日
、
29
日
の
両
日
、
赤
泊
総
合

文
化
会
館
で
赤
泊
地
区
文
化
祭
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

毎
年
10
月
に
開
催
す
る
恒
例
の
行
事
と

な
っ
て
お
り
、
今
回
で
71
回
目
と
な
り
ま

し
た
。

　

秋
の
訪
れ
と
共
に
関
係
団
体
の
皆
さ
ん

が
準
備
を
始
め
、
来
場
さ
れ
る
方
々
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
展
示
内
容

に
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
健
康

推
進
協
議
会
の

皆
さ
ん
に
よ
る

「
災
害
時
に
役

立
つ
」
調
理
実

践
や
婦
人
会
生

活
展
は
好
評

で
、
訪
れ
た
皆

さ
ん
の
笑
顔
で

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
芸
術
展
も

例
年
以
上
に
力
作
揃
い
で
し
た
。

　

地
域
の
方
々
の
ふ
れ
合
い
の
場
と
し
て

も
貴
重
な
行
事
と
な
っ
て
い
る
文
化
祭
、

来
年
度
以
降
も
盛
大
に
開
催
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

Ｂ
＆
Ｇ
ち
び
っ
こ
運
動
遊
び
教
室

（
南
教
育
事
務
所
）

赤
泊
地
区
文
化
祭（
赤
泊
地
区
）

あ
の
ま
ち
こ
の
ま
ち

動物ものまね体操、うまくできるかな？

健康推進協議会による紹介コーナー
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皆
さ
ん
は
、
床
面
地
図
を
知
っ
て
い
ま

す
か
？

　

両
津
港
や
赤
泊
港
、
小
木
港
、
そ
し
て

南
佐
渡
観
光
案
内
所
の
島
内
４
カ
所
に
設

置
さ
れ
て
い
る
巨
大
な
地
図
の
こ
と
で

す
。
床
に
設
置
し
て
あ
る
の
で
、
地
図
の

上
を
歩
き
な
が
ら
、
佐
渡
の
地
形
や
海
底

地
形
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

床
面
地
図
の
特
徴
は
、
海
底
地
形
も
楽
し

め
る
点
で
す
。
佐
渡
の
周
り
の
海
底
地
形

を
よ
く
見
る
と
、
佐
渡
と
似
た
海
底
の
高

ま
り
が
い
く
つ
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

　

佐
渡
は
３
０
０
万
年
以
上
も
前
か
ら
隆

起
を
続
け
、
海
底
か
ら
持
ち
上
が
り
、

１
，
０
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
の
山
を
持
つ

島
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
巨
大
な
地
震
が

発
生
し
た
場
合
は
、
佐
渡
は
さ
ら
に
隆
起

し
、
海
底
の
高
ま
り
も
海
上
に
顔
を
出
す

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
隆

起
が
続
け
ば
、
佐
渡
と
男
鹿
半
島
が
い
つ

か
陸
続
き
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

佐
渡
周
辺
で
見
ら
れ
る
海
底
地
形
と
同

様
に
、
佐
渡
が
今
で
も
海
の
底
に
あ
っ
た

り
、
隆
起
量
が
少
な
く
、
山
が
低
か
っ
た

場
合
を
想
像
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
佐
渡
が

現
在
の
よ
う
に
高
い
山
を
持
つ
島
に
な
ら

な
け
れ
ば
、
雪
が
降
ら
ず
、
雪
解
け
水
が

流
れ
な
い
島
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

床
面
地
図
は
、
佐
渡
で
お
い
し
い
お
米

が
採
れ
る
理
由
や
、
海
の
幸
が
豊
富
で
あ

る
理
由
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

船
の
待
ち
時
間
や
、
お
迎
え
の
合
間
に
ど

う
ぞ
床
面
地
図
を
探
し
て
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室

　

（
畑
野
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
66
―
４
１
６
０

海
底
に
は
佐
渡
が
た
く
さ
ん
!?

　11月30日（木）、群馬県邑楽郡板倉町の東洋
大学板倉キャンパスで、市主催によるトキ野生復
帰セミナーを開催しました。
　当日は東洋大学の学生約400人が出席し、環境
省佐渡自然保護官事務所の若松首席自然保護官か
らトキが野生絶滅した経緯やトキ野生復帰とそれ
による地域活性化の取り組み、現在抱える課題、
そして将来の展望について、映像を交えてお話い
ただき、野生復帰に向けての理解を深めていただ
きました。
　次回は、３月10日（土）に、東京都日野市の多
摩動物公園で開催予定です。

小木港改札付近に設置の巨大床面地図

多くの学生が参加したセミナーの様子

ジ
オ
パ
ー
ク
、推
進
日
記
81

トキの羽を人に渡すと法律違反となります

　トキの羽を許可なく人に売ったりあげたりすることは種の保存法で禁止されています。トキの羽
を拾った場合は、人に渡さず大事に保管してください。
　産業観光部農業政策課　トキ保護係（トキ交流会館内）　☎２４―６０４０

首都圏トキ野生復帰セミナー開催！

158トキ野生復帰にむけて
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鶴
子
銀
山
(18) 
「
一
心
を
万
金
に
」
秋
田
権
右
衛
門
の
教
え

　

秋
田
権
右
衛
門
に
は
子
ど
も
が
い
な

か
っ
た
の
で
、
秋
田
か
ら
甥
の
権
九
郎

を
呼
び
寄
せ
ま
し
た
。
寛
文
５
（
１
６

６
５
）
年
権
右
衛
門
が
没
す
る
と
、
権

九
郎
は
そ
の
名
跡
を
継
い
で
鶴
子
の

数
々
の
間
歩
を
稼
ぎ
、
「
銀
山
巧
者
」

の
名
声
を
高
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
元

禄
９
（
１
６
９
６
）
年
、
稼
ぎ
の
中
心

だ
っ
た
仕
出
喜
間
歩
が
、
排
水
に
多
額

の
費
用
が
か
か
り
破
棄
さ
れ
る
な
ど

徐
々
に
衰
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
と
思
わ
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、

文
化
年
間
（
１
８
０
４
〜
１
８
）
に
編
ま

れ
た
『
佐
渡
奇
談
』
に
記
述
さ
れ
て
い
ま

す
。

―
彼
は
多
く
の
金
銀
を
掘
り
、
家
は
栄
え

た
が
蓄
え
る
心
は
な
か
っ
た
。
友
人
ら
が

子
孫
の
た
め
に
財
産
を
残
す
よ
う
に
進
め

て
も
、
千
両
箱
を
一
つ
取
り
出
し
て
、
こ

れ
で
充
分
、
心
配
す
る
な
と
語
り
、
日
々

酒
を
飲
み
戯
れ
て
天
寿
を
ま
っ
と
う
し

た
。
後
に
皆
が
そ
の
千
両
箱
を
開
け
る

と
、
中
に
石
が
詰
ま
っ
て
い
て
、
歌
が
一

首
書
か
れ
た
紙
切
れ
が
添
え
ら
れ
て
い

た
。
そ
の
歌
に
い
わ
く
―

「
千
両
の
こ
が
ね
は
石
に
異
な
ら
ず　

た

だ
一
心
を
万
金
に
せ
よ
」

　

元
禄
16
（
１
７
０
３
）
年
権
右
衛
門
が

没
し
た
後
、
子
孫
た
ち
は
「
一
心
を
万
金

に
」
の
教
え
の
通
り
働
い
た
の
で
し
ょ

う
。
残
さ
れ
た
立
派
な
墓
地
が
、
そ
れ
を

物
語
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

産
業
観
光
部
世
界
遺
産
推
進
課

　

☎
63
―
５
１
３
６

　11月19日に開催された地産地消フェスタの佐渡Ｋｉｄｓ生きもの調査隊ブースで、子どもたちが育てた自然
栽培のお米販売のお手伝いをさせていただきました。
　精米60キロ、玄米40キロを販売し、購入していただいた方に、田んぼアートで収穫した黒米と佐渡Ｋｉｄｓ生
きもの調査隊の活動パンフレット、朱鷺のポストカードを特典としてプレゼントしました。
　また、ステージでは、子どもたちがゲストの方とトークセッションを行い、生きもの調査隊の活動について緊張し
ながらも紹介していました。
　１年間Ｋｉｄｓ生きもの調査隊に携わり、田植えからお客さまの手元までお届けするお手伝いをスタッフとし

てすることができ、貴重な経験となりました。
　子どもたちが作る自然栽培米は、全国でも珍しい価
値がある取り組みだと思います。
　来年も生きものを育むおいしいお米を育て、お米と
ともに子どもたちと成長していきたいと思います。
　産業観光部農業政策課　トキ保護係
　（トキ交流会館）☎２４―６０４０

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

沢根の西野にある秋田権右衛門家墓地

世界農業遺産 潟上地区担当
青木　秀輔

みんな頑張って販売し、無事完売しました！

～地域の魅力をサポートします～

われら地域おこし協力隊

特別な味！
子どもたちが作る自然栽培米！！
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「心当たりのないSMSには反応しない！」
～スマホや携帯電話に届く
　　　　　ショートメールに要注意～
お問い合わせ　消費生活センター（平日）午前９時～午後４時　　☎５７－８１４３

消費者ホットライン　
☎１８８（嫌や！泣き寝入り）

い　や　や いや

　
「
大
手
通
販
サ
イ
ト
と
同
じ
名
称
で
、
利
用
料
金
の
未
納
が
あ
る

と
Ｓ
Ｍ
Ｓ
が
届
い
て
支
払
っ
た
」
「
心
当
た
り
の
な
い
請
求
を
さ
れ

る
Ｓ
Ｍ
Ｓ
が
届
き
不
安
だ
」
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
不
安
に
感
じ
た
り
対
応
に
困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
！

首
都
圏
情
報
コ
ー
ナ
ー

貝塚青年団による鬼太鼓に
くぎ付けの皆さん

 【
相
談
事
例
】

　
　

携
帯
電
話
の
Ｓ
Ｍ
Ｓ
に「
コ
ン

テ
ン
ツ
利
用
料
金
の
精
算
確
認

が
で
き
ま
せ
ん
。本
日
連
絡
な
き

場
合
に
は
法
的
手
続
き
に
移
行

し
ま
す
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

届
い
た
。

　
　

よ
く
利
用
す
る
通
販
サ
イ
ト

か
ら
だ
と
思
い
込
み
、相
手
の
連

絡
先
に
電
話
を
し
た
ら「
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
で
は
な
く
サ
イ
ト
の
利
用

料
金
の
未
納
で
す
」と
言
わ
れ

た
。

　
　

相
手
の
こ
と
を
信
用
し
て
し

ま
い
、コ
ン
ビ
ニ
で
15
万
円
分
の

ギ
フ
ト
カ
ー
ド（
電
子
マ
ネ
ー
）

を
購
入
し
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

○
発
信
者
が
大
手
通
販
サ
イ

ト
の
名
称
と
な
っ
て
い
て

も
、
心
当
た
り
が
な
け
れ

ば
決
し
て
相
手
に
連
絡
せ

ず
、
無
視
し
て
く
だ
さ

い
。

○
万
一
連
絡
し
て
、
コ
ン
ビ

ニ
で
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
の
購

入
や
番
号
を
知
ら
せ
る
よ

う
指
示
さ
れ
て
も
絶
対
に

応
じ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

編集後記
　いよいよ冬本番を迎えま
した。大雪になると除雪の
作業が各地で行われます。
　中でも、道路除雪の作業
にあたられる皆さんは、夜が
明けきらない早朝から、除
雪作業をしておられます。
　お仕事とはいえ、こういっ
た除雪作業のおかげで、冬
の道路を何事もなく通行す
ることができます。除雪作業
をしておられる皆さんに感
謝しながら運転したいと思
います。（K・O）

　ＳＭＳとは、携帯電話
などで短い文字メッセー
ジを送受信できるサービ
スのことです。

ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
２
０
１
７
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

昨
年
11
月
18
日
、19
日
の
２
日
間
、池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
文
化
会
館
で
全
国

の
島
々
が
集
ま
る
祭
典「
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
２
０
１
７
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
は
北
海
道
・
礼
文
島
か
ら
、南
は
沖
縄
県
・
竹
富
島
ま
で
、85
の
島
々
と
団
体
が

集
ま
り
、お
の
お
の
島
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

新
潟
県
か
ら
は
昨
年
同
様
、佐
渡
島
と
粟
島
が
参
加
し
ま
し
た
。佐
渡
島
ブ
ー
ス

で
は
相
談
員
に
よ
る
移
住
相
談
、ト
キ
や
金
山
の
観
光
Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。隣
接

の
物
販
コ
ー
ナ
ー
で
は
、イ
カ
や
魚
の
干
物
、イ
ゴ
ネ
リ
な
ど
の
海
産
物
、乳
製
品
、日

本
酒
等
が
販
売
さ
れ
、好
調
な
売
れ
行
き
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、佐
渡
島
ブ
ー
ス
の
人
気
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
、長
蛇
の
列
で
有
名
な

「
金
塊
つ
か
み
体
験
コ
ー
ナ
ー
」で
は
、順
番
待

ち
の
間
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー
で
佐
渡

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、ス
タ
ッ
フ
と
質
疑
応
答

を
交
わ
す
な
ど
、佐
渡
島
の
印
象
ア
ッ
プ
に
大

い
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、貝
塚
青
年
団
に
よ
る
勇
壮

な
鬼
太
鼓
、首
都
圏
の「
お
け
さ
友
愛
会
」「
佐

渡
こ
が
ね
会
」に
よ
る
優
雅
な
相
川
音
頭
、佐

渡
お
け
さ
な
ど
の
唄
と
踊
り
が
日
替
わ
り
で

披
露
さ
れ
、大
勢
の
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

（
文
責
：
佐
渡
市
東
京
事
務
所　

駐
在
員　

小
路　

徹
）　
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戸籍の窓
11.14～12.5届出

地  区  名 住  所  名

う  ぶ  ご  え

お  く  や  み

氏　　　　名 保護者 たんじょう

地  区  名 住  所  名 氏　　　　名 年　　齢 ご  命  日

洋幸
洋海
琢磨
旭
真徳
健二
恭介
大地
良

両　津
　〃
　〃
　〃
　〃
佐和田
　〃
　〃
金　井

加茂歌代
両津夷
両津大川
両津湊
梅津
二宮
上矢馳
沢根篭町
泉

（かいと）

（さわ）

（ありさ）

（いのり）

（みゆ）

（こうた）

（はる）

（ゆうき）

（こと）

北　見　奏　糸
祝　　　咲　羽
木　透　有　沙
本　間　　　祈
渡　邉　未　悠
中　川　滉　太
佐　藤　　　晴
山　下　祐　来
青　柳　　　琴

80
87
83
98
84
74
82
96
86
90
92
86
92
86
86
85
84
88
85
91
89
84
77
95
85
87
97
76
87
86
71
74
89
77
69
88
86
81
83

両　津
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
相　川
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
佐和田
　〃
　〃
　〃

両津湊
浜田
椿
見立
両津夷
加茂歌代
虫崎
両津湊
両津湊
黒姫
両津夷
両津湊
加茂歌代
下久知
北五十里
両津湊
歌見
原黒
両津湊
水津
鷲崎
加茂歌代
加茂歌代
片野尾
相川鹿伏
北狄
北片辺
相川鹿伏
入川
相川羽田町
稲鯨
相川二町目
高瀬
北狄
相川上京町
市野沢
中原
沢根五十里
窪田

11.13
11.13
11.15
11.16
11.19
11.20
11.20
11.20
11.21
11.22
11.23
11.23
11.23
11.24
11.27
11.27
11.28
11.30
12.1
12.3
12.3
12.4
12.4
12.4
11.19
11.22
11.23
11.24
11.24
11.26
11.30
12.1
12.2
12.3
12.4
11.17
11.20
11.20
11.23

11.23
11.26
12.1
12.2
12.3
12.4
12.5
11.26
11.28
11.30
11.15
11.18
11.22
11.22
11.25
12.1
12.3
12.4
11.13
11.14
11.19
11.21
11.25
12.1
12.2
12.3
12.3
11.17
11.26
11.28
11.28
11.17
11.24
12.3
11.15
11.20
11.25
11.25
12.4

85
86
18
57
81
78
83
90
85
86
88
83
57
69
82
85
85
86
78
67
85
82
57
80
89
84
95
89
90
86
96
91
72
94
86
94
38
82
61

佐和田
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
金　井
　〃
　〃
新　穂
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
畑　野
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
真　野
　〃
　〃
　〃
小　木
　〃
　〃
羽　茂
　〃
　〃
赤　泊
　〃

八幡
上矢馳
河原田諏訪町
河原田本町
沢根
窪田
鍛冶町
千種
金井新保
貝塚
新穂大野
新穂田野沢
新穂瓜生屋
新穂大野
新穂大野
新穂大野
下新穂
新穂瓜生屋
宮川
松ケ崎
浜河内
畑野
畑野
三宮
栗野江
栗野江
坊ケ浦
金丸
真野新町
豊田
西三川
小木町
小木町
小木町
羽茂本郷
羽茂本郷
羽茂大橋
赤泊
赤泊

11.10
11.14
11.17
11.17
11.20
11.14
11.23
11.23
11.6

11.9
11.15
11.26
11.21
11.21
11.27
11.6
11.6
11.14

和麻
浩樹
貴久
和也
和也
篤男
徹
徹
和喜

金　井
　〃
畑　野
真　野
　〃
　〃
羽　茂
　〃
　〃

千種
千種
畑野
大小
大小
吉岡
羽茂村山
羽茂村山
羽茂村山

（いろは）

（あきと）

（あん）

（こうせい）

（たいせい）

（りこ）

（ひかり）

（はるひ）

（ことね）

北　見　彩　陽
渡　邉　煌　斗
内　田　　　杏
髙　野　晃　生
髙　野　泰　生
若　林　璃　子
河　内　陽果里
河　内　陽　飛
金　子　琴　音

北　　　明里子
菅　本　タヅ子
大　濱　久　治
竹　下　ミノル
渡　邉　健　一
鈴　木　元　旦
兵　庫　シズヱ
吉　井　ツ　ル
栗　山　シズエ
正　司　峯　夫
計　良　ミ　サ
坂　野　喜　太
橋　本　新　策
本　間　トシミ
木　下　初　野
本　間　美知子
山　下　千　秋
藤　井　　　進
山　本　静　子
鬼　　　幸之助
北　澤　ハツミ
伊　藤　紀　江
崩　　　要　子
藤　岡　タ　マ
池　田　スエノ
佐　藤　輝　雄
本　間　キ　ヨ
佐　藤　義　幸
本　間　信　市
佐　藤　ヤ　エ
大　地　幹　雄
北　村　雅　治
中　川　義　光
佐　藤　喜美子
須　田　勝　利
赤　松　ヨシノ
安　藤　アイ子
本　間　喜　治
相　田　榮　次

江　口　　　潤
佐々木　正　子
伊　東　ミ　カ
最　上　　　俊
山　本　ミツヱ
名　畑　芳　明
鈴　木　サ　ク
上　杉　　　修
西　川　茂　男
藤　井　ユ　キ　
中　川　　　清
奥　野　正　雄
飯　田　理　恵
河　野　吉　治
土　屋　孝　一
臼　木　善　祥
雜　賀　延　男
飯　田　チヨノ
小　田　重　夫
菊　池　リヱ子
入　野　ト　メ
鎌　田　房　江
余　湖　　　淳
矢　田　キクヱ
渡　邊　芳　男
土　屋　好　治
渡　邉　フ　サ
本　間　文　男
若　林　フ　ミ
金　子　佳代子
金　子　シ　ズ
齋　藤　ミ　ヨ
髙　野　隆　春
桃　井　静　子
金　子　サ　ヨ
蛇ノ目　孝　至
村　川　　　宏
中　川　二三代
寺　尾　茂　夫
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お問い合わせ
　市民福祉部市民生活課健康推進室
　健康増進係　☎６３―３１１５

おにまん

三色そぼろ丼

地場産大根の
味噌汁

カラフルおひたし

　赤泊学校給食センターでは、佐渡産のお米や牛乳と
ともに、地場産の野菜や大豆、魚などを活用し、子ど
もたちが佐渡の食べ物を味わい、旬を感じることがで
きるように心がけて給食を作っています。
　また、毎月19日の食育の日には、「アイラブ佐渡給
食」として、佐渡産の食材を取り入れた献立を考えて
います。
　10月には、小木地区の「さつまいも」を使った蒸し
まんじゅう「おにまん」を取り入れました。これは、
子どもたちがリクエスト給食で希望するほど人気のあ
るメニューです。
　12月には、正月などに作る「こくしょう」を提供
し、季節に合ったおいしい郷土料理を子どもたちに伝
えています。
※「おにまん」や「こくしょう」の材料・作り方については

郷土料理集『さどごはん』に掲載しています。

 
 

 
 

アイラブ佐渡給食
郷土料理のおいしさを伝えています

大人気のおにまんを取り入れた献立

　市立図書館・図書室では、平成31年度からの
「佐渡市立図書館基本計画（仮称）」の策定お
よびサービス向上を目的に、利用者アンケート
を実施しています。
　アンケート用紙は、各図書館・図書室で配布
していますので、ご協力をお願いします。
　なお、アンケートは、お一人さま１回とさせ
ていただきます。
アンケート実施期間　１月31日（水）まで

利用者アンケートにご協力ください 【畑野図書室】　☎６６―３８８９
　ビブリオバトルin畑野
　日時　１月16日（火）正午～午後１時
　参加者同士でオススメ本を紹介し合う読書会。 
【新穂図書室】　☎２２―２０７５
　16ミリフィルム上映会「新穂トキめきシネマ」
　日時　１月20日（土）午前10時～11時
　内容　「忍たま乱太郎 パート９」他２本
　対象　小学生以上（未就学児は保護者同伴）
　会場　新穂地区公民館　２階　学習室

＜１月の特別イベント情報＞
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「良寛逸話館　絵本」
　文・絵　曽根英一
　考古堂書店
　良寛の教えをさらに若い世代
の方にも知っていただきたいと
出版されました。

「歌集　里山のくらし」
　著者・発行者　渡邉威人
　「里山のくらし」には、短歌
でないと伝え難いものが多くあ
り、作者の思い、やさしさ、主
張に加えて暮らしが伝わる作品
です。



　アドレス sado@mpx.wagmap.jp に空メールするか、
QRコードで読み取ってください。
 迷惑メール設定をしている場合は、空メール送信前に必ず
「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。
お問い合わせ　総務部総務課広報戦略室
　　　　　　　情報政策係　☎63-5139

　市ホームページ、マイ広報紙、マチイロアプリ（QRコード）
からご覧いただけます。

便利です！市報は、いつでもどこでも
あなたのそばに・・・

佐渡市メール配信サービス実施中
火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、

イベント・くらしの情報

地域でつくるあたたかい放課後 地域でつくるあたたかい放課後 「はもち放課後子ども教室」「はもち放課後子ども教室」

　日本国内の離島スキー場で唯一のチェアリフト（ペアリフト）を導入し、
また、ロッジも新しくなり、レンタル用具も充実しました。
　初心者からファミリーまで安心して楽しめます。
　冬の遊び場として、新しくなったスキー場をぜひご利用ください。

　今月の表紙は、放課後の子どもたちが安心して遊べる居場所づくりをと、小学校で月１、２回、コーディ
ネーターを中心にボランティアの方々が集まり、活動をしている時の一コマです。
　今年の干支である「犬のオブジェ」作りを行い、材料の毛糸などは地区の方々の提供によるものだそうです。
　子どもたちからは、「しっぽの部分が難しい」など声が出ていましたが、ボランティアの方々の協力のもと、
飾りがたくさんついた豪華な犬や、やさしい色使いでかわいい犬など、
思い思いのイメージを形に表すことができたようです。
　でき上がりに大満足の笑顔で、口々に「楽しかった」との声が聴かれ
ました。
　コーディネーターの本間真穂さんは、「地域の人たちの輪の中で子育て
していくことの大切さを感じています」と話してくれました。
　終了後、どうすればもっとよいかなど、反省会をする姿を見て、子ども
たちを思う、地域の皆さんのあたたかさを肌で感じました。

お問い合わせ

「市営平スキー場」リニューアルオープン！

地域でつくる

あたたかい放課後！

※リニューアルに伴い、リフト料金が改定となりました。

市営平スキー場（金井新保地内）市営平スキー場（金井新保地内）☎６３―４０５０（営業日のみ）☎６３―４０５０（営業日のみ）

※積雪等の状況により臨時休業する場合があります。※積雪等の状況により臨時休業する場合があります。

営  業  日 １月13日（土）～３月18日（日）の木～日曜日（予定）
　 ※月～水曜日は休場します。（祝祭日は営業します）
営業時間 午前９時～午後４時

営  業  日 １月13日（土）～３月18日（日）の木～日曜日（予定）
　 ※月～水曜日は休場します。（祝祭日は営業します）
営業時間 午前９時～午後４時

　教育委員会社会教育課　社会体育係　☎６７―７６４５

区　　分 高校生以上 中学生以下

１日券

午前半日券（午前９時～午後１時）

午後半日券（午前11時～午後４時）

シーズン券 

2,000円

1,200円

1,500円

15,000円

1,000円

600円

750円

7,500円

リフト料金

だいら

■発行・編集　佐渡市役所 総務部総務課広報戦略室　広報広聴係
　〒952-1292 佐渡市千種232番地
ホームページアドレス https://www.city.sado.niigata.jp　公式フェイスブック https://www.facebook.com/sadocity.PR
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